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I. 近未来⽇本の⼤問題

⽇本 =  課題先進国

（⼀極集中と）
⼤規模⾃然災害

急激な⾼齢化と
（若年)⼈⼝減少 地球温暖化

⽇本が突出
するリスク

世界全体
の共通リスク

先進国共通
のリスク
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その１.  ⼀極集中と⼤規模⾃然災害

3つのプレートがぶつかる場所と
活⽕⼭富⼠の⻄に位置する東京圏
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世界⼤都市の⾃然災害リスク指数
内閣府 防災情報サイトより
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南海トラフ地震と⾸都直下地震
• ⼟⽊学会は今後30年での発⽣確率が70-80%の

南海トラフ巨⼤地震が起こった場合の経済損失
（20年累計）を1240兆円と予測。

• ⾸都直下地震での経済損失（20年累計）は730
億円と予測。

最悪ケースでは⽇本が世界の最貧国に転落する
恐れも。
富⼠⼭の噴⽕が⼤規模で起こった場合も経済活動に⼤きな停滞
が。
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東南トラフ巨⼤地震の想定震源域
発⽣確率等の評価

(地震調査委員会, 2018.1）
南海トラフ プレート間地震
規模：M8-9クラス
30年以内の発⽣確率：70-80%
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「国難」をもたらす巨⼤災害対策についての技術検討報告書
⼟⽊学会会⻑特別委員会、2018..6より
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（参考）歴史に禍根を残した過去の「国難災害」
- リスボン⼤地震 -
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1755 年にポルトガルの⾸都リスボンを
襲った、リスボン沖 300km を震源とす
るマグニチュー ド 8.5~9.0 の巨⼤海溝
型地震。
 
リスボンの建築物は壊滅的に崩壊し、⼤
⽕災が発⽣すると共に 15m の巨⼤な津
波が都市を襲った。死者は最⼤で、当時
のリスボン⼈⼝の約 3 分の 1 に相当す
る 9 万⼈と推定され、都市内の建 物の 
85%が壊滅、その被害額は最⼤で当時の
ポルトガル国の GDP ⽐で 153%と⾔わ
れている。
 
その復興政策で内政の混乱を引き起こ
し、海外植⺠地拡⼤の勢いを削ぎ落され
国⼒の衰退を促 す要因の⼀つとなった
と指摘されることもある。 

「国難」をもたらす巨⼤災害対策についての技術検討報告書
⼟⽊学会会⻑特別委員会、2018..6より



宝永噴⽕(1707年）と同規模噴⽕が起こったら

左：産経ニュース記事
（2018.5.30)より

毎⽇ニュース
（2018.7.30）

経済活動に⼤きな影響
が予想されるため、政
府は今秋までに中央防
災会議に有識者検討会
を設置し、気象研の推
計も参考に富⼠⼭の降
灰対策に本格的に乗り
出す。
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その２. 急激な⾼齢化と少⼦化

2024年 3⼈に⼀⼈が65歳以上
2040年 半数の⾃治体が消滅危機に
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各年ごとの出⽣数, 死亡数,（⽇本⼈と外国⼈の）⼊出国者数の予測から計算
（出典）国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所より
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（出典）国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所より



「未来の年表」河合雅司, 2017.6,  講談社現代新書より
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⽇本を救う10の処⽅箋
「未来の年表」, 河合雅司 より

【戦略的に縮む】
1. 「⾼齢者」を削減
2. 24時間社会からの脱却
3. ⾮居住エリアを明確化
4. 都道府県を⾶び地合
5. 国際分業の徹底

【豊かさを維持する】
6. 「匠の技」を活⽤
7. 国費学⽣制度で⼈材育成

【脱・東京⼀極集中】
8. 中⾼年の地⽅移住推進
9. セカンド市⺠制度を創設

【少⼦化対策】
10. 第３⼦以降に１千万円給

付
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今世紀末までに世界平均気温上昇は0.3~4.8°C、
海⾯⽔位上昇は0.26~0.82mに⼊るだろう。

その抑制には、温室効果ガス排出量の抜本的で持続的な
削減が必要「IPCC第5次評価報告書の概要」,  2014年12⽉,環境省

以下は, IPCC第48回総会（2018.10, 仁川）での報告書概要

世界の平均気温は現在までに既に1.0°上昇。
1.5°に抑えるには2050年前後にCO2排出量を実質ゼロにする必要。

2050年頃に全発電量に占める再⽣可能エネルギーの割合を約8割まで⾼
め、⽯炭⽕⼒はほぼゼロとすることが必要。
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その３. 地球温暖化

IPCC（Intergovernmental  Panel on Climate Change）:  国連に設置された気候変動に
関する政府間パネル。5-6年毎に評価報告書を作成・公表している。
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・IPCC: Inter-governmental Panel on Climate
Change (国連気候変動に関する政府間パネル）

・RCP: Representative Concentration Pathways
（代表的濃度経路）
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IPCC第５次評価報告書より
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II. 未来予測

1. 都市構造
2. シェアリング・エコノミー
3. 働き⽅と学び⽅
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「国難」対策となる近未来像を進⾏中の社会トレンド
から予測する。通信やAIが⼀つの鍵に。

社会構造（ハード＆ソフト）の作り直しが必要。
これらの変化対応の産業市場は⼤きく伸びる。



その1.  都市構造の変⾰

・（東京１極集中）都市機能の分散化
・コンパクトシティ化
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国による強⼒な施策が不可⽋だが、⺠間レベル
でも独⾃の取組みや多様な機会を通じてアピー
ルするのがいい。
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その2.  シェアリング・エコノミー

【変化】「所有」から「使⽤」への価値転換

・⾐服等の⽇⽤品から家電、⾃動⾞まで
・いずれ（中古）住宅へ

【中古住宅流動性が⾼まる結果】
・ライフステージに応じた住み替え
・⼈の場所流動性も⾼まる
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北⽶で25千⼈
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その3.  働き⽅・学び⽅の変化

l「消える職業」「なくなる仕事」

l 教育
・20年単位でオーバーホール（再教育）
・⼤学の半分は社会⼈教育向けに
・教育バウチャー制度（義務教育から権利教育へ）

l 働き⽅の多様化
・副業、パートタイム、テレワーク、、
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あと10年で「消える職業」「なくなる仕事」
コンピューターに代替される確率が⾼い仕事（オックスフォード⼤学オズボーン⽒の論⽂「雇⽤の未来」より）
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機械学習システムの例（経済学でみるAIの実⼒）
機械学習に適した仕事は、機械学習で安価になった何らかの予測が時間経過と
ともに⾃動的に改善されるもの。⼀⽅でリスクとして、１. AIが出した結果の説
明（結論に⾄った理由）は難しい。2. 間違うこともあるが,これを避けたり, 問
題点をピンポイントで修正するのは困難なこと。
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III. 5G, IoT, AI等の技術からの処⽅箋

都市機能の
分散化・強靭化 働き⽅の⾰新 省エネ・

シェアリング経
済

⾃然環境, インフラ劣化, 
⼯場等の監視や制御

（⼀極集中と）
⼤規模⾃然災害

急激な⾼齢化と
（若年)⼈⼝減少 地球温暖化

リモートワーク, AI等
による職業の変化

地産地消,
電⼒等での需給調整も
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5G通信, IoT, AI等の技術



偉⼈に学ぶ
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1.  徳川家康
⻄暦 数え年 内容

1543年 1歳 誕⽣。 幼少期を織⽥⽒、ついで今川⽒の⼈質として過ごす。
1560年 19歳 桶狭間の戦い
1562年 21歳 清洲城を訪問し織⽥信⻑と同盟を結ぶ。三河、遠江に班図を広げる。
1567年 25歳 藤原姓徳川⽒に改姓。従五位下に叙爵し、三河守に任官
1570年 29歳 姉川の戦い
1572年 31歳 ⼆俣城の戦い
1573年 三⽅ヶ原の戦い
1575年 34歳 ⻑篠の戦い
1582年 41歳 本能寺の変、神君伊賀越え。甲斐国、信濃を⼿中に収める。
1590年 49歳 関東移封。⼋⽉朔⽇、江⼾城に⼊る。

1592年 51歳 豊⾂秀吉の執奏により清華家の家格勅許。秀吉晩年には五⼤⽼に列せられ、⼤⽼
筆頭に。

1600年 59歳 関ヶ原の戦い
1603年 62歳 右⼤⾂、征夷⼤将軍宣下。江⼾幕府を開く。
1614- 15
年 73歳 ⼤坂冬の陣

1615年 74歳

⼤坂夏の陣 豊⾂⽒滅亡で⽇本全国の⽀配体制を確⽴。応仁の乱後百年の戦乱時
代が集結。
武家諸法度制定
禁中並公家諸法度制定

1616年 75歳 太政⼤⾂
死去
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ウィキペディアより



NHKスペシャル ⼤江⼾の世界

【第1集】世界最⼤!! サムライが築いた“⽔の都"

・オーストリアで⾒つかった江⼾の最古の古写真
・庶⺠の暮らしぶりが地下からよみがえった!
・家康が江⼾の町をつくるまで、江⼾はこんなところ

だった?
・『江⼾始図』で明らかになった家康創建の江⼾城細部
・江⼾の都市計画・“らせん状の濠"の秘密
・“⽯の町"をつくったのは全国のサムライたちだった!
・⼈⼝百万超えの最後のカギだった江⼾の⽔道ネット

ワーク

【第2集】驚異の成⻑!! あきんどが花開かせた“商都"

・伊勢屋の新史料が語る江⼾の経済成⻑
・加賀藩江⼾屋敷跡が語る“⼤名バブル"の実態
・世界第⼆位を誇る江⼾時代の経済成⻑率
・『熈代勝覧』に描かれた江⼾の分業化
・町⼈たちが作った江⼾のセーフティ・ネット

【第3集】不屈の復興!! 町⼈が闘った“⼤⽕の都"

・東京の地下から⾒つかる江⼾の⼤⽕災の痕跡!
・描かれた⽬⿊⾏⼈坂の⼤⽕の悲劇
・ドキュメント 明暦の⼤⽕の全貌に迫る!
・明暦の⼤⽕の教訓をもとに江⼾の復興計画開始!
・⼤⽕災を経て花開いた江⼾⽂化の⼤輪
・江⼾庶⺠のヒーロー「町⽕消」の誕⽣
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2.  伊能忠敬
⻄暦 年齢 内容

1745年 0 上総国⼭辺郡⼩関村の名主・五郎左衛⾨家で⽣まれる。
1751年 6 ⺟（みね）が亡くなり、婿養⼦だった⽗は実家の武射郡⼩堤村の神保家に戻る。
1755年 10 実家の神保家に戻っていた⽗の元に引き取られる。
1762年 18 下総国⾹取郡佐原村の酒造業を営む伊能家に婿養⼦に⼊る。
1781年 36 佐原村本宿組名主となる。
1783年 38 天明の⼤飢饉では、私財をなげうって地域の窮⺠を救済する。
1794年 50 隠居し、家督を⻑男景敬に譲る。
1795年 51 江⼾に出て幕府天⽂⽅⾼橋⾄時に暦学天⽂を学ぶ。
1800年 56 第1次測量 奥州街道‐蝦夷地太平洋岸‐奥州街道 180⽇間
1801年 57 第2次測量 三浦半島‐伊⾖半島‐房総半島‐東北太平洋沿岸‐津軽半島‐奥州街道 230⽇間
1802年 58 第3次測量 奥州街道‐⼭形‐秋⽥‐津軽半島‐東北⽇本海沿岸‐直江津‐⻑野‐中⼭道 132⽇間
1803年 59 第4次測量 東海道‐沼津‐太平洋沿岸‐名古屋‐敦賀‐北陸沿岸‐佐渡‐⻑岡‐中⼭道 219⽇間

1805年 61 第5次測量 幕府直轄事業となる。東海道‐紀伊半島‐⼤阪‐琵琶湖‐瀬⼾内海沿岸‐下関‐⼭
陰沿岸‐隠岐‐敦賀‐琵琶湖‐東海道

1808年 64 第6次測量 東海道‐⼤阪‐鳴⾨‐⾼知‐松⼭‐⾼松‐淡路島‐⼤阪‐吉野‐伊勢‐東海道

1809年 65 第7次測量 中⼭道‐岐⾩‐⼤津‐⼭陽道‐⼩倉‐九州東海岸‐⿅児島‐天草‐熊本‐⼤分‐⼩
倉‐萩‐中国内陸部‐名古屋‐甲州街道

1811年 67 第8次測量 甲府‐⼩倉‐⿅児島‐屋久島‐種⼦島‐九州内陸部‐⻑崎‐壱岐‐対⾺‐五島‐中
国内陸部‐京都‐⾼⼭‐飯⼭‐川越 913⽇間

1815年 71 第9次測量 忠敬は参加せず。東海道‐三島‐下⽥‐⼋丈島‐御蔵島‐三宅島‐神津島‐新島‐
利島‐⼤島‐伊⾖半島東岸‐⼋王⼦‐熊⾕‐江⼾

1816年 72 第10次測量 江⼾府内
1818年 74 死去、喪を秘して地図製作を続⾏。 没後200年
1821年 没後 『⼤⽇本沿海輿地全図』完成、三ヶ⽉後喪を公表。

39

ウィキペディアより



（上左）杖先につけた⽅位磁⽯
（上右）天体測定器具

（上）体育館に並べられた伊能⼤図（下）浦島（現在の呉市阿賀）の測量⾵景（部分）
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3. 葛飾北斎
⻄暦 年齢 内容

1760年 0 武蔵国葛飾郡本所割下⽔で⽣まれる。

1764年
幕府御⽤達鏡磨師であった中島伊勢の養⼦となったが、のち、実⼦に家督を譲り、家を出る。
その後、貸本屋の丁稚、⽊版彫刻師の従弟となって労苦を重ね、実家へ戻る。この時、貸本の
絵に関⼼を持ち、画道を志す。

1778年 浮世絵師・勝川春章の⾨下となる。狩野派や唐絵、⻄洋画などあらゆる画法を学び、名所絵
（浮世絵⾵景画）、役者絵を多く⼿がけた。また⻩表紙の挿絵なども描いた。

1779年 役者絵「瀬川菊之丞 正宗娘おれん」でデビュー。

1805年 「葛飾北斎」の号を⽤いる

1812年 38 秋頃、名古屋の牧墨僊邸に逗留、その後、関⻄（⼤坂、和州吉野、紀州、伊勢など）⽅⾯へ旅
⾏する。

1814年 50 『北斎漫画』の初編を発刊。

1817年 51 名古屋⻄掛所（⻄本願寺別院）境内にて120畳⼤の達磨半⾝像を描く。年末頃、⼤坂、伊勢、
紀州、吉野などへ旅⾏する。

1820年 56 『富嶽三⼗六景』の初版は⽂政6年（1823年）に制作が始まり、天保2年（1831年）に開版、
同4年（1833年）に完結する。

1834年 57 「画狂⽼⼈（がきょうろうじん）」「卍（まんじ）」の号を⽤いる。『富嶽百景』を⼿がける。

1844年 58 信濃国は⾼井郡⼩布施に旅し、嘉永元年（1848年）まで滞在。『怒涛図』（右の絵はその⼀
部）などを描く。

1849年 90 江⼾・浅草聖天町にある遍照院（浅草寺の⼦院）境内の仮宅で没する。

41
改号30回、転居93回を数える。 （北斎は極端にしても江⼾の庶⺠は頻繁に引越したらしい）

ウィキペディアより



3.  葛飾北斎

1999年にライフが選定した「この1000年で最も重要な功績を残した世界の⼈物
100⼈」に⽇本からただ⼀⼈選ばれている。

北斎親⼦住居の再現、すみだ北斎美術館

海外の芸術家を驚愕させた⼤胆な構図と⾊使いは
“Hokusai and Blue Revolution” と呼ばれている。
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まとめ
• ⽇本は⼤問題に直⾯しており、その解決なくして

未来はない。逆に、その解決に資する技術や産業
は⼤きく伸びるだろう。
• 通信を活⽤したシェアリング経済（所有から使⽤

へ）は合理的であり益々拡⼤へ。特に、住宅や⾃
動⾞のポテンシャル⼤。
• 都市機能の分散化・コンパクトシティ化も。
• ⼈⽣百年時代をみすえた働き⽅、学び⽅を。
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